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育児 健康 福祉

と　き　２月 21 日㈫　14:00 ～ 15:30
ところ　市民交流プラザ３階 多目的ホール
演　題　認知症の予防と早期の対応について
　　　　～お互いに支え合う地域づくり～
�講　師　魚津緑ヶ丘病院長・にいかわ認知症疾患
　　　　医療センター長　葛野 洋一さん
問合せ先　中部厚生センター 地域保健班
　　　　　（☎４７２‐０６３７）

地域精神保健福祉推進協議会講演会

　ひきこもりに対する理解を深め、支援について
学ぶと共に、同じ悩みを持つご家族と困っている
ことについて、一緒に考えましょう。
と　き　２月 26 日㈰　13:30 ～ 16:00
ところ　新川文化ホール 104 会議室（魚津市宮津）
内　容　講演会および交流会
　　　　◦「当事者の心と回復の過程」
　　　　　　講師　宮川 正文さん（体験者）
　　　　◦「ひきこもりの理解と支援」
　　　　　　講師　臨床心理士　根塚 明子さん
対　象　ひきこもりについて学びたい方、
　　　　ご家族、関係者　など
�申込み・問合せ先　中部厚生センター
　　　　　　　　　（☎４７２‐１２３４）

ひきこもりに関する講演・交流会

無料

　

11
月
７
日
か
ら
29
日
に
か
け
、
市
内
９

地
区
に
お
い
て
、
市
長
と
市
民
の
皆
さ
ま

と
の
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
質
問
や
ご
提

案
に
対
し
、
市
長
や
幹
部
職
員
が
直
接
回

答
し
ま
し
た
。
そ
の
質
疑
応
答
の
主
な
も

の
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（�

掲
載
の
ご
質
問
・

ご
提
言
お
よ
び
回
答
に

つ
い
て
は
、懇
談
会
当
時
の
も
の
で
す
。）

◆
海
洋
高
校
の
跡
地
利
活
用
に
つ
い
て

　

海
洋
高
校
の
跡
地
を
利
用
し
た
総
合
型

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
は
県
の
管
理
で
は
な

く
、
市
が
取
得
す
る
の
か
。
土
地
の
購
入

費
用
や
建
物
の
耐
震
化
費
用
な
ど
、
市
で

負
担
す
べ
き
も
の
か
。
運
営
に
し
て
も
県

サ
ッ
カ
ー
協
会
主
体
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
任

せ
、
毎
年
使
用
料
を
納
め
て
も
ら
う
こ
と

で
初
期
の
市
の
負
担
費
用
を
回
収
す
る
と

し
て
い
る
が
、
大
丈
夫
か
。
市
の
財
政
支

援
は
考
え
て
い
る
か
。

　

県
も
財
政
が
苦
し
い
中
で
配
慮
し
、
建

物
と
土
地
（
７
割
）
を
無
償
で
譲
渡
す
る

と
い
う
提
示
を
さ
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

県
は
、
不
要
な
建
物
は
取
り
壊
し
、
必
要

な
建
物
は
そ
の
ま
ま
市
へ
移
管
し
た
い
考

え
で
す
の
で
、
市
で
耐
震
化
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
県
と
十
分
交
渉
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
、

ご
要
望
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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企
画
政
策
課

　
（
内
線
２
２
１
・
２
２
２
）

　

そ
の
ほ
か
、

◆
養
鶏
場
建
設
問
題

◆
並
行
在
来
線

◆
住
民
情
報
の
提
供

◆
町
内
会
加
入

な
ど
に
関
し
、
た
く
さ
ん
の
貴
重
な
ご
意

見
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

INFORMATION

運
営
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
有
料
で
コ
ー
ト

な
ど
を
貸
し
、
そ
の
収
入
を
充
て
る
独
立

採
算
性
を
考
え
て
い
ま
す
。
県
サ
ッ
カ
ー

協
会
で
は
年
間
利
用
者
を
４
～
５
万
人
と

見
込
み
、
詳
細
を
試
算
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
な
お
、
赤
字
に
な
っ
た
場
合
の
市

の
財
政
支
援
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

◆
観
光
事
業
に
つ
い
て

　

栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
が
拡
張
予
定
だ

が
、周
辺
に
ほ
た
る
い
か
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、

タ
ラ
ソ
ピ
ア
、
ア
ク
ア
ポ
ケ
ッ
ト
、
水
産

研
究
所
、
漁
港
、
水
産
加
工
会
社
、
海
浜

公
園
な
ど
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
一
体
と
し

て
、
集
客
の
し
か
け
が
で
き
な
い
か
。
栽

培
漁
業
セ
ン
タ
ー
が
、
見
学
も
で
き
る
よ

う
に
な
れ
ば
い
い
。

　

今
年
度
、
観
光
に
つ
い
て
検
討
委
員
会

を
立
ち
上
げ
議
論
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

年
度
内
に
は
意
見
を
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
県
に
は
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
や
水

産
研
究
所
で
見
学
の
工
夫
が
で
き
な
い
か

要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

回 

答
◆
ほ
た
る
い
か
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の

　
レ
ス
ト
ラ
ン
に
つ
い
て

　

市
の
持
ち
出
し
が
大
き
か
っ
た
は
ず
だ

が
、
直
営
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
さ
ら
に

負
担
が
増
え
る
の
で
は
。
駐
車
場
が
離
れ

て
い
た
り
、
案
内
看
板
が
道
路
沿
い
に
無

か
っ
た
り
と
問
題
点
が
多
い
。
割
引
券
の

発
行
や
地
産
地
消
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
、
営
業

努
力
を
。

　

３
月
か
ら
は
㈱
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
滑
川
の
直
営

と
な
る
予
定
で
、
運
営
費
に
つ
い
て
は
、

市
の
持
ち
出
し
は
無
い
と
試
算
し
て
お

り
、
詳
細
を
㈱
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
滑
川
で
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
駐
車
場
や
案
内
看

板
も
含
め
た
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
は
、
今
年
度
設
置

し
た
観
光
検
討
委
員
会

で
議
論
し
て
い
ま
す
。

ご
意
見
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
参
考
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

小
・
中
学
校
や
各
地
区
公
民
館
な
ど
の

指
定
避
難
所
に
つ
い
て
は
、
10
月
末
ま
で

に
海
抜
表
示
を
し
ま
し
た
。
現
在
、
各
町

内
の
公
民
館
や
電
柱
へ
の
表
示
に
つ
い
て

も
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

町
内
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
へ
の
表

示
も
考
え
て
い
ま
す
。

◆
海
抜
表
示
に
つ
い
て

　

先
日
、
各
町
内
会
に
配
布
さ
れ
た
海
抜

表
示
入
り
マ
ッ
プ
を
ぜ
ひ
各
家
庭
に
も
配

布
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
各
町
内
の
公
民

館
に
も
海
抜
表
示
を
し
て
ほ
し
い
。

　

海
抜
表
示
入
り
マ
ッ
プ
は
、
地
域
で
避

難
経
路
な
ど
の
共
通
認
識
を
持
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
各
町
内
会
に

配
布
し
ま
し
た
。
全
戸
配
布
も
検
討
し
て

い
ま
す
。

回 

答

回 

答

回 
答

※１月に全戸配布しました

　今月は、子ども手当（平成 23 年 10 月～
平成 24 年１月分）の支給月です。
　振込通知の送付はしませんので、入金
は通帳を記帳してお確かめください。
支給日　２月 15 日㈬

※ 18 歳に達する日以降の最初の３月 31 日までの間
　にある方で、年齢の１番高い方から第１子と計算
　します。
※  10 月以降の子ども手当の認定請求をしていない

方、書類が整っていない場合は、支給されません。
問合せ先　子ども課 家庭福祉担当（内線３２５）

子ども手当についてお知らせ

対　象
支給額

（月額・１人当たり）

３歳未満（一律） 15,000 円

３歳～小学校修了前
（第１子・第２子）

10,000 円

３歳～小学校修了前
（第３子以降）

15,000 円

中学生 10,000 円

　在宅の重度寝たきり高齢者の方などを対象に、
おむつや尿とりパッドを購入した費用
の一部を助成しています。
対　象　在宅介護を受けている方で、
　　　　次の要件に該当する方
　　　　◆ 65 歳以上の要介護度４または５の方
　　　　◆身体障がいの程度が１級または２級の方
助成額
　年額 48,000 円を限度とする購入費の９割の額
　（市民税非課税世帯は年額72,000円を限度とする。）
申請に必要なもの
❶購入品と購入年月日の記載のある領収書
　（�平成 23 年３月１日から平成 24 年２月 29 日付
の領収書が対象です。）

❷振り込みを希望される金融機関の通帳
❸介護保険被保険者証または身体障害者手帳
❹印鑑（認印）
申請期間　２月 20 日㈪～３月９日㈮
受付場所　市民交流プラザ２階 福祉介護課窓口
問合せ先　福祉介護課 高齢福祉担当（内線７６４）
　　　　　　　　　　 社会福祉担当（内線７６８）

おむつ等購入費の助成

　　 　 　市 政 情 報
　　　　メールマガジン
　　　「キラリンメール」
　市政トピックス、くらしの情報・イベント情報
など、ホットでタイムリーな話題や情報をメール
マガジンとしてお届けします。
　ご希望の場合は、事前に配信登録が必要です。
パソコンの場合は、市のホームページ（「キラリン
メール」バナー）へ、携帯電話の場合は、モバイ
ルページ（携帯版ホームページ（http://www.city.
namerikawa.toyama.jp/m/））へアクセスして、配信
登録してください。
問合せ先　企画政策課（内線２２４）

と　き　３月 10 日㈯　13:20 ～ 16:30
ところ　新川文化ホール 小ホール
演　題　生活力こそ全て
　　　　～自閉症・アスペルガー症候群の子育て～
講　師　山形大学医学部看護学科教授・
　　　　にゃっきーず理事　横山 浩之さん
申込期限　２月 20 日㈪まで
�問合せ先　黒部学園 地域支援室「ほっとふる」
　　　　　（☎０７６５‐５２‐１３５４）

黒部学園講演会

無料

なめりかわ子育てメール
　健診情報や子育てひとくちメモなど、子育てに役立つ情
報をメールでお届けします。（事前の配信登録が必要です。）

市のホームページ、もしくは右のＱＲ
コードからモバイルページ（携帯版ホー
ムページ）にアクセスして、配信登録
をしてください。

問合せ先　子ども課（内線３２５）

▼海抜表示入りマップ

「
市
長
と
語
る
会
」
を
開
催
し
ま
し
た


